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「なじみのないもの』の翻訳と誤訳に関する考察
一一日本マンガ『ょっぱと!~のドイツ語訳における『たい焼き J
大塚萌
1.はじめに
ドイツにおいて日本マンガの翻訳出版は積極的に行われている。ドイツの一般の本屋にも翻訳された
日本マンガのコーナーがあることが多い。ドイツ人が一般的なものとしてマンガを知り、読んでいると
は言い難いが、一定のマンガファンを読者層として獲得しているのは確かである。
マンガが翻訳される際、マンガの文字テクストには様々な要素が含まれる。文化的な違いや習慣的な
違いが当たり前のように含まれており、それを翻訳するときにどのように翻訳するかという問題がいつ
でもついて回ることになる。
本論では、ドイツ語版読者にとってなじみのないものを翻訳する際にどのような方法がとられるのか
に住居して分析を行う。さらに、選択された翻訳語がどのように理解されうる語なのかを分析する。そ
こから、翻訳における「誤訳j とは何か、「誤訳j であると判断されるのはどのようなときかについて
考察を行う。
対象とする文字テクストは、同じ翻訳者によって異なる翻訳をされた「たい焼き」という語を用い、
異なる 3種の翻訳を比較分析する。
2. 先行研究
2. 1.なじみのないものにおける翻訳方法について
翻訳版受容地域において文化的になじみのないものの翻訳の研究には、藤溝 (2004b)の翻訳におけ
る注の機能についての分析がある。藤j轟が対象としているのは文学作品の文字テクストであり、マンガ
の文字テクスト1)と全く同じ翻訳が起きていると考えることは出来ないが、重なる部分が大きいと考え
参考にする。
藤濡 (2004b)はこの研究の中で、翻訳をコミュニケーションの中でとらえる機能主義的立場に立ち、
原文をそのまま訳したときに起こる読者の理解が得られない、コミュニケーションの断絶を埋めるもの
として注を分析の対象としている。同一原文において英語訳とドイツ語訳を比べ、注が付けられている
場合と注が付けられていない場合翻訳箇所を対象とし、ナイダによる注の主な機能というこつの機能別
に分析し、 Francoによる 11種類の翻訳方法の分類をそれぞれの翻訳例に対して示している。
-ナイダによる注の主な機能2)
A)言語・文化的不一致の是正
例えば a)習J慣の説明、 b)地理的・物理的事物の説明、 c)重量や容量の換算値、 ω言葉の遊戯の説
明、 e)固有名詞に関する補足的解説
B)当該箇所の理解のための背景知識の補足
1)マンガの画面の中の、主に吹き出しの中に入ったセリフとしての文字の部分を本論では「文字テクスト」と呼ぶ。マンガの画面の中
の文字種について、詳しくは大塚 (2015)で扱った。
2)藤溝文子 (2004b)r翻訳における注のコミュニケーション機能について 『キッチン』の独英訳を例に一一」、『ドイツ文学論集』
33、pp.27-38、神戸大学、 p.28
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• Francoによる翻訳方法(原文の異文化要素の保持されている順) 3) 
①Repetition:そのまま複写する。
②Orthographic adaptation:表記の適応、音訳も含む。
③Linguistic (norγcultual) translation:語の(明示的)意味を訳す。
④Extratextual gloss:脚注・割注などで注解する。
⑤Intratextual gloss:本文中で補足説明する。
⑥Synonymy:同一語の繰り返しを別表現で言い換える。
⑦Limited universalization:より知られた異文化表現に置き換える。
③Absolute universalization:一般的表現に置き換える。
⑨Naturalization:自分化の要素に置き換える。
⑮Deletion:削除する。
⑪Autonomous creation:原文にない文化要素を創造する。
本研究では、「たい焼きJに関する翻訳例について分析を行うが、必ずしも注によって補足説明がな
されている翻訳例とは限らない。しかしナイダの指摘した注の主な機能の分類は、翻訳に工夫が必要な
要素と重複する内容も多く、本研究の目的にも合致すると考え、藤溝 (2004b)の分類にならうことに
する。 Francoによる翻訳方法の分類は、注に限らずあてはめることができる。また藤濡は他の研究に
おいても、いくつかの翻訳方法分類を提示している4)が、本研究ではこの分類にならう。
藤濡 (2004b)の分類に従い、本研究で対象とする fたい焼きj の翻訳について分類すると、注の主
な機能の分類では、 A)言語・文化的不一致の是正における b)地理的・物理的事物の説明に当たる。それ
ぞれの翻訳方法分類については、後の項で詳しく見る。
藤溝 (2004b)による翻訳方法の分類以外に、マンガの文字テクストは一般文学作品のものとは異な
りイラストと共に読むため、イラストの有無の分析を加え、また翻訳された時期の比較などを追加して
分析項目とする。
2. 2.対象作品について
本論で対象とする作品は、『ょっばと!~ (あずまきよひこ/アスキー・メディアワークス)及び『あず
まんが大王~ (あずまきよひこ/メディアワークス)とそのドイツ語版 YOTSUBA&!(Marcus Wehner 
訳/TO五YOPOP) とAzumangaDaioh (Marcus Wehner訳/TOKYOPOP)である。
『ょっばと!~は 5 歳児の(ょっぱ) 5)を主人公とした日本の日常を描いたマンガで、(ょっば〉とくと
ーちゃん)やその友達、隣家の(綾瀬家)の人々とその友達との交流の中で〈ょっば〉の日常の発見や
驚きを描くコメディである。著者はあずまきよひこで、 2003年からアスキー・メディアワークス社か
ら刊行され、 2016年 1月現在 13巻まで発売されている。そのドイツ語版 YOTSUBA&!は Marcus
Wehnerによる翻訳でTOKYOPOP社から発売され、現在 12巻まで翻訳されている。
『あずまんが大王』はある高等学校を舞台にしたコメディマンガで、特定の主人公はいないが 10歳
副前掲書、 pp.2S-29
4)藤溝文子 (2002) r固有名詞の翻訳方法について一一グリム童話の場合一一」、『ドイツ文学論集~ 31、pp.19-32、神戸大学、 p.29に
おける固有名詞翻訳方法7種や、藤濡文子 (2004a) r文学テクストの翻訳にみる異文化コミュニケーション行為」、『ドイツ文学~ 115、
pp.30-42、日本独文学会、 p.33における翻訳の形式・内容・効果・結束性別翻訳方法9種などがある。
5)登場人物の国有名には()を付けて記す。
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であるにもかかわらず飛び級で高校に進学してきた(ちょ)や大阪から転校してきた(大阪)、 トラブ
ノレメイカーのくとも)、ダイエットの事でよくからかわれる(よみ)など個性的な生徒たちゃ、担任の
教師たちなどによって繰り広げられる、学校生活や長期休みなどの日常が描かれた作品である。同じく
あずまきよひこによって、『ょっばと!~以前に発表された。日本語版は 2000 年から 2002 年にかけて
単行本4巻でメディアワークス(現アスキー・メディアワークス)から発売され、その後描き下ろしを
含み、イラスト・文字テクスト共に大幅修正された新装版が全3巻で 2009年に小学館から発売されて
いる。 ドイツ語版AzumangaDaiohは2006年に全4巻で発売された後、 2012年に全2巻に変更され
て発売された6)。本論では、日本語版は旧全 4巻販、ドイツ語版は全2巻版を対象文字テクストとして
扱う。
『ょっばと!~と『あずまんが大王』の文字テクストの特徴について簡単に述べる。『ょっばと!~
には庖の名前や商品の名前などの固有名が登場する機会は少なく、日本の文化的事物について少数の注
が付けられている。『あずまんが大王』には当時の有名な俳優や野球選手、アニメのキャラクターなど
が登場し、ドイツ語版ではそれらに注が付けられて説明されている。
対象となる文字テクストは、全て日本語版では「たい焼き」となっている部分をドイツ語に翻訳した
ものである。出版社はすべて TOKYOPOP、翻訳者は一貫して MarcusWehnerが行っている。
(1) 
(1a) rあ! 主心主主食べたい!J吟
(1b)"Ich habe Lust auf schokofisch. Der iおstlecker.'‘“‘ 
cr「魚のチヨコレ一トU」食べたい。あれはおいしいよね。)
(2) 
(2a) rお嬢ちゃん主主ミ士主買うかい?J 9) 
(2b)"Hallo， Kleine. Mochtest du ~inen Taivaki*?“10) 
(こんにちは、お嬢ちゃん。主ど盤主欲しい?)
(3) 
*Ein mit suβer Bohnenpastete gefulltes Geback in Fischform.ll) 
(甘い豆のベーストが中に詰まった魚型の焼き菓子)
(3a) rとーちゃん たいやきやさんがあるJ12) 
(3b)"Da druben gibt' s gefullten Backfisch.刊の
(あっちに詰め物された焼き魚がある。)
6) Wあずまんが大王』のドイツ語版は全4巻構成で2006年ごろに発売された後、全2巻にまとめられて発売されている。共にTOKYOPOP
刊。全4巻版は現在出版社の公式webサイトにも表記がなく、 2006年に 3，4巻が発売されたらしいことが確認できるが、現在中古で
手に入れることしかできない。ドイツ語版の全2巻版は日本語の旧 4巻版を元に翻訳されている。
7)あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 p.23
8) Azuma， Kiyohiko. (2012) Azumanga Daioh， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.1， TOKYOPOP， 8.181 
ωあずまきよひこ (2004)Wょっばと!~ 2巻、アスキー・メディアワークス、 p.68
10) Azuma， Kiyohiko. (2007) Yotsuba&!， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.2， TOKYOPOP， 8.68 
11) Azuma，阻yohiko.(2007)おおuba&!，Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.2， TOKYOPOP， 8.68 
12)あずまきよひこ (2006)Wょっばと!~ 5巻、アスキー・メディアワークス、 p.138
13) Azuma， Kiyohiko. (2008) Yotsuba&!， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.5， TOKYOPOP， 8.138 
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この 3つの「たい焼きj の翻訳について、いくつかの観点から比較分析を行う。
3. 1.翻訳の特徴
I翻訳の方法
それぞれの翻訳文字テクストにおける翻訳方法は以下のようになっている
(1)⑨自文化の要素に置き換え+③意味訳
(⑤本文中に補足説明、⑨自分化の要素に置き換え、②音訳+④注)
(2)②音訳+④注
(3)③意味訳
(1)は意味訳であると考えられるが、点chokofisch“(魚のチョコレート)という語の"Schoko"“(チョ
コレート)の部分があるために、何か甘いものであると判断することが可能であると考えられる。たい
焼きの中身は一般的には館子であるが、近年ではクリームやチョコレート入りのものもあり、簡子にな
じみのないドイツ人読者のために⑨自文化の要素に置き換えた結果であると考えられる。，，"fisch“の部分
は、「たい焼きj の「たい-Jの部分を「魚」という③意味訳で翻訳しであると考えられる。
さらに、 (lb)の直後のコマの文字テクストが、「この前ちよちゃんにうまい所 教えてもらったんだJ14) 
から "Klar，dampfend warmer Teig mit Scholade."15) (そうだよ、ほかほかのあたたかいチョコ入りの
生地だよ)と"Schokofisch“の追加説明をする内容に変わっており、この部分は⑤本文中に補足説明に当
たると考えられる。
また、⑨自文化の要素に置き換えた要素として、(1)を含む4コマの次の 4コマで、たい焼きを注文す
る内容の文字テクストがある。日本語版では、「小倉あんと抹茶とカスタードクリームJ16)となってい
る部分が、ドイツ語版では"Einennormalen， einen mit Schlagsahne und einen mit Zimt bitteハ7) (普
通のやっと、ホイップクリームと、シナモンください)に変更されている。点chokofisch“における"einen
normalen“(普通のやっ)はチヨコレートのみ、 "einenmit Schlagsahne und einen mit Zimt“(ホイッ
プクリームとシナモン)はチョコレートに追加するトッピングであると考えられ、ドイツ語版読者にと
ってなじみのない館子や抹茶を避け、ドイツにおける甘い菓子にありがちなものに変更されている。さ
らに、次の 4コマでも注文をする文字テクストがあり、その部分は「あの…小倉…J18)が "MitKaramell 
bitte…“瑚(カラメル20)のください…)と変更されており、ここでも⑨自文化の要素に置き換えられた
翻訳が行われていると考えられる。
さらにたい焼き屋の庖頭にメニュー表が貼つであり、「カロリーひかえめ 小倉J21)となっているが、
ドイツ語版で、は"Toiyaki(ママ mitwenig Kalorien*. *japanisches Geback“22) (rといやき」 カロ
リー少な目 注・日本の焼き菓子)と翻訳されている。②音訳と④注を組み合わせて翻訳しであるが、
音訳の部分に誤字がある。注の内容は、具体的な説明はないが、とにかく日本の菓子であることが説明
14) あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 p.23
15) Azuma， Kiyohiko. (2012) Azumanga Daioh， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.1， TOKYOPOP， 8.181 
16) あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 p.24
17) Azuma， Kiyohiko. (2012) Azumanga Daioh， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.1， TOKYOPOP， 8.182 
18)あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 p.24
19) Azuma， Kiyohiko. (2012) Azumanga Daioh， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.1， TOKYOPOP， 8.182 
2ω"Karamell“の語は、砂糖を煮詰めた「カラメル」とヌガーやタフィーに近い鉛菓子の「キャラメル」のどちらの意味も含むようであ
る。
21)あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 p.24
2) Azuma， Kiyohiko. (2012) Azumanga Daioh， Ubersetzer:Wehner， Marcus， Bd.1， TOKYOPOP， 8.182 
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されている。
(1b)や文字テクスト内容の変更による説明の付加、たい焼きの中身に関してドイツ文化的要素への置
き換えなどと総合して、ドイツ文化になじみのあるものに近づけつつ、日本にはそのような菓子がある
のだとドイツ語版読者が受け取れるような内容の注を付けることで、ドイツ語版読者の理解を得やすい
ようにした翻訳であると考えられる。
(2)は、 (2b)において"Taiyaki“と②音訳してあり、④注が付けられている。注の内容は「甘い豆のベー
ストが中に詰まった魚型の焼き菓子」となっており、 (lb)の後の部分にある文字テクストより内容が具
体的で、その内容も妥当である。
(3)は、 "gefulltenBackfisch23)“(詰め物された焼き魚)となっており、これは「たい焼きJという語
を、「たいjという固有名調を一般化した上で忠実に逐語訳した③意味訳であると考えられる。しかし、
"Back輔fisch“(焼き"魚)は、本物の魚を焼いたものだとしか受け取られない語であり、この語を「たい
焼きJという菓子であると読者が理解するのは難しいのではないかと考えられる。また、それを修飾す
る"gefullt“(中身の詰まった)という語も、 (2b)の注で、は"mits凶 erBohnenpastete gefullt“(甘い豆ベ
ーストの詰まった)という、詰まっている中身の説明の部分があったが、 (3b)では何が詰まっているか
も示されていない。
同じシリーズの中のそれぞれの場面で、「たい焼きJの翻訳に同じ翻訳語が使われていない時点で翻
訳の一貫性を欠いている。ただし、 (3)の文字テクストが現れる場面は(2)よりも後に現れるため、 (2b)
の翻訳とその注の内容を覚えていることが想定されている可能性があるが、 (lb)の"Taiyaki“と(2)の
"gefullten Backfisch“とを同じものを指しているとドイツ語版読者が判断するのは難しいのではないか
と考えられる。
IIイラストとの関連
それぞれの翻訳文字テクストにおける、「たい焼き」のイラストが対象文字テクストの近辺にあるか
については、以下のようになっている。
(1) rたい焼き」のイラストが後のコマにある
(2) rたい焼き」のイラストが前後のコマにある
(3) rたい焼き」のイラストが全くない
(1)の文字テクストは、高校からの帰り道に(とも〉と(よみ)が会話している場面で、突然くとも〉
が「たい焼きj を食べたいと言い出す。ダイエット中で甘いものを控えている(よみ〉はくとも〉に引
きずられて、たい焼き屋へ行き、最初は(とも〉だけがたい焼きを食べるが、お構いなしにたい焼きを
食べるくとも〉を見ているうちに、(よみ)も誘惑に負けてたい焼きを食べてしまう24)。
(1)を含むコマのある 4コマでは「たい焼き」のイラストはないが、(とも〉がたい焼きを食べている
コマのある次の 4コマにたい焼きが描かれ、またさらに次の 4コマでは(よみ)が「たい焼きJのイラ
ストが描かれたメニュー表を眺めるコマがある。ややデフォノレメされてはいるが、「たい焼きJが魚の
形状をしたものであることが、 "Schokofisch“の翻訳語と合わせて理解することが可能である。
23)辞書では、「フライ用の魚J(クラワン独和)となっているが、「衣をつけて焼かれた魚J(Duden)の意味もあり、また"Backwaren“(パ
ンやケーキの焼いた製品、 "Back開waren“で「焼く m ものJ)などの語もあるため、ここでは「焼き魚Jとした。
担)あずまきよひこ (2000) Wあずまんが大王~ 2巻、メディアワークス、 pp.23-24
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(2)の文字テクストは、(ょっば)たちが買い物に出かけ、商店街を歩いているときに(ょっば〉がた
い焼き屋の前に立ち止まった時の会話である25)。たい焼き屋の庖頭が(2)を含むコマの前のコマに描かれ
ており、 j苫頭の棚に並んで、いるたい焼きや、たい焼きのイラストが描かれたポスターが描き込まれてい
る。さらに(2)のあるコマの次のコマは、たい焼きがアップに描かれており、今文字テクストに現れてい
る「たい焼き」がイラストに描かれているたい焼きと結び付けて読むことが可能である。
(3)の文字テクストは、(ょっば)とくとーちゃん〉が二人で商庖街の中を歩いているときに、 (2)で登
場したものと同じたい焼き屋を見かけて、(ょっぱ)が発したものであるお)。このときのたい焼き屋は
遠景から描かれるにとどまり、 (1)のように届頭の細かい部分はイラストから読み取ることができない。
また、後のコマでも「たい焼きj 自体がコマの中に描かれることはないため、 "gefulltenBackfisch“が
イラストと結びつけられることはない。 (2)の文字テクストが現れる場面を覚えていれば、間じものをテ
ーマにした会話がなされていると判断することも可能ではあるが、すでに見たようにまったく違う物品
と受け取られるような翻訳方法、語をとっているため、翻訳の一貫性もなく、ドイツ語版読者が「たい
焼き」であると理解するのは難しいと考えられる。
III翻訳された時期
さらに、この 3つの翻訳がされた時期は以下のようになっている。
(1) ~あずまんが大王~ 2巻(日本語版2000年、 ドイツ語版1巻2006/2012年初)
(2) ~ょっばと! ~ 2巻(日本語版2004年、 ドイツ語版2007年)
(3) ~ょっばと! ~ 5巻(日本語版2006年、 ドイツ語版2008年)
発売順と翻訳の方法や内容を比べると、(1b)では、「たい焼き」の構成要素のうち、「たい」の部分を
，-fisch“(魚)と翻訳しつつも、甘い食べ物であることを示すために"Schoko・“の語を翻訳語に取り入れ
るなどの工夫が見られる。また、単独の語による翻訳だけではなく、他の文字テクスト部分を「たい焼
きjの内容を説明するような文字テクストに変更するなど、積極的に「たい焼き」というものを説明し、
示そうとする翻訳方法になっている。また、「たい焼きj という単語そのもの以外に、その中身や味付
けを示す内容を「チョコレートjや「ホイップクリーム」に置き換えることによって、ドイツ語版読者
じとってなじみのあるものに置き換える翻訳も行われている。翻訳語を見ても甘いものである、焼き菓
子であるなど情報が読み取れる。また、自文化にあるものとの置き換え翻訳も積極的にされていること
が分かる。
(2b)は日本の「たい焼き」という物品を、まず音訳することでドイツ文化の中にないものであると示
し、注では「たい焼き」というものを正確に説明したものであると考えられる。つまり、 (2b)はドイツ
語版読者にとって異文化のものとして受け止められる翻訳がしてあると言える。
(3b)では、ドイツ語の単語で「たい焼き」を逐語訳し、その語にさらに説明を加えるために形容詞を
25)あずまきよひこ (2004)~ょっぱと! 1 2巻、アスキー・メディアワークス、 pp.67-68
2ω あずまきよひこ (2006)~ょっばと! 1 5巻、アスキー・メディアワークス、 pp.137-138
27) ドイツ語版の 2006年全4巻版が現在入手困難であることから確認はできないが、全2巻版が全4巻版の“Sammelband"(複数の著
作をまとめたもの)であることから、 2006年に翻訳されたものとして扱う。
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付与してはいるが、その語自体から「たい焼き」というモノをイメージし、理解するのは難しい翻訳に
なっている。しかし翻訳自体は、 (2b)に比べると異文化の物品をドイツ語で説明しようとするものでは
なく、ドイツ語・ドイツ文化になじみのある要素でその意味を説明しようとしていると考えることがで
きる。 (2b)よりも後の時期に翻訳されたという状況から、異文化をそのまま受け入れ説明する翻訳から、
ドイツ語やドイツ文化に引き寄せて翻訳しようとする姿勢を読み取ることも可能で、あると考えられる。
しかし、(1b)のような甘い菓子であるといった情報は読み取れない。
3. 2.誤訳とは何か
以上の翻訳の特徴と内容を持った「たい焼きJの翻訳文字テクストを比較し、誤訳とは何かについて
考察したい。
誤訳という翻訳上の現象は、広くは「間違った翻訳j を指すが、そこには様々な要因と現象が考えら
れる。例えば、原文にはない要素を付け加えたり、逆に原文にあった要素を削除したりすることが即誤
訳になるとは限らない。先行研究で見た翻訳の方法の選択肢にどちらも数えられていることからも、あ
る範囲の中で要素の付け加えや削除を行う分には、翻訳上の工夫であると考えられる。
翻訳を介した文学作品やマンガを読むという行為では、その多くの読者は原文と翻訳文を比較しなが
ら読むことはあまりないと考えられる。もちろん翻訳者は原文を読み、どのような単語や表現を使うか
吟味しながら翻訳するために、どの要素を変更し、その意図はなんで、あったかについて把握しているが、
読者はそうではない。翻訳された作品を読んだ上で、興味がわいたなどの理由で原文に挑戦する読者が
いないとも限らないが、そこで初めて翻訳上の変更が明らかになるのである。
そのような翻訳するという行為、あるいは翻訳作品を読むという行為において、「間違った翻訳j と
は実際どのような現象なのかを、本論では「たい焼き」に関する 3つの翻訳文字テクストから考えるも
のである。
(1b)の文字テクストでは意味訳した語を使い、さらに "Schoko-"という語を使うことによって甘い菓
子であるという要素を翻訳語自体に組み込んである。さらに、ただ異文化として受け入れる、語の構成
要素を逐語訳するのではなく、ドイツ文化になじみのある要素を取り入れ、チョコレートに始まり、ホ
イップクリームやシナモンなどに置き換えて「たい焼きj の味の種類を表現している。また、 (lb)の文
字テクスト付近にはイラストが描かれていること、また翻訳語に，，-fisch“の語が含まれることから、魚の
形をしている菓子であると理解することができる。
「たい焼きj そのものを知る読者からすれば、「たい焼きj の味をチョコレートで代表してしまうこ
とに違和感を持つ可能性があるが、チョコレート味の「たい焼き」も想像できないものではなく、ドイ
ツ文化になじみにあるもの置き換えられた他の味も無理のあるものではない。ここから、ドイツ文化に
なじみの深いもので説明・置き換えを行った語による翻訳からは「誤訳jの可能性は低いと考えられる。
しかし、 (lb)の文字テクスト自体は「誤訳jの可能性は低いものの、その後にある"Toiyaki“の語は明
らかに誤字であると考えられる。 (lb)の文字テクストを含む一連の流れの中でこの部分だけ音訳しであ
るにもかかわらず、その音訳に失敗しているのである。音訳は、先行研究の翻訳方法の分類や、 (2b)の
具体例から考察されたように、異文化をそのまま受け入れる翻訳方法であるが、音訳自体が間違ってい
ては正しく対象物を指し示すことができていないということになる。 (2b)では正しく音訳されている語
にこのような「誤訳」が起こっていることは、翻訳の一貫性を(2b)や(3b)の意味訳とはまた異なったレ
ベルで、欠いていると考えられる。
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(2b)の文字テクストは、音訳に説明の注が付いている翻訳方法をとっているため、 ドイツ語版読者は
"Taiyaki“というモノを異文化のものとしてありのまま受け取ることになる。さらに、注の説明の内容も
「たい焼きJを知る者にとっても違和感のない正しいものであり、誤解が生じる可能性は低いと考えら
れる。 (lb)での音訳上の誤字は改善されている。
(3b)の文字テクストは、「たい焼きj という語を逐語訳したある種の意味訳であるが、「たい焼きJと
いう焼き菓子をイメージできる語ではなくなっていることについては前述した。しかし、イラストの有
無や前後の文脈からこの語を見ると、単純に誤訳であるとは言い切れない。
1.翻訳の特徴項の Iイラストとの関連で見たように、 (3b)の文字テクスト付近には「たい焼き」が
書かれていない。(とーちゃん)と〈ょっば〉の会話のきっかけになったたい焼き屋は、 (2)の文字テク
ストが現れる場面で登場するのと同じ庖舗である。また、(とーちゃん〉と(ょっぱ)の会話とその後
の展開は、(ょっぱ)がたい焼きを食べたことがないのを(とーちゃん)が郁撤すると、(ょっば〉が道
行く人たちにたい焼きを食べたことがあるか聞いて回るというものである則。これらの要素から考える
と、イラストが描かれていないこと、食べたことがあるかどうか訊いて回るもの、という特徴からは、
「たい焼き」の翻訳語として読むことのできない"Backfisch“という語で、あっても、文脈を追って読むこ
とは可能であると思われる。屋台のような府で"Backfisch“を売っているということに違和感を抱くこと
がなければ、二人の会話の話題が「たい焼き」ではなくあくまで"Backfisch“にあると受け取り、読むこ
とができる。
ただし、 (2)の文字テクストが現れる場面を覚えている読者にとっては、同じ屈で、売っている品物が甘
い焼き菓子からメインディッシュの魚料理に変わってしまっている、あるいは焼き菓子と魚料理という
不自然な取り合わせの屈ということになってしまい、翻訳が一貫していないことによって違和感を抱い
てしまう「誤訳Jの翻訳であると考えられる。
4.結論
同じ翻訳者による同じ「たい焼きj という単語の翻訳について、翻訳方法・イラストとのかかわり・
翻訳の時期の三つの観点から考察した後、「誤訳j とは何かを考えるためにそれぞれの語を含む文字テ
クストとその前後の文脈の理解が可能かどうかについて分析を行った。
今回採取した文字テクストでは、三種とも異なった語に翻訳され、またその翻訳の意図、翻訳語の理
解もそれぞれ異なるもので、あった。翻訳の一貫性の観点からすれば、まったく一貫性のない翻訳である。
イラストの有無は翻訳例によって異なるが、イラストと食い違いが起こらないような翻訳がなされてい
ると言える。また翻訳された時期はまちまちであり、時系列順に翻訳方法と翻訳語の内容を比べると、
(lb)ではドイツ文化になじみのある要素による置き換えを採用しながら、 (2b)では音訳と注による説明
によって異文化をありのまま受け取るような翻訳方法をとり、 (3b)は一番情報量の少ない逐語訳的意味
訳を行うという変化が見られた。
それらの特徴から「誤訳」の可能性を考察したところ、「たい焼きJという語を意味訳し、たい焼き
を知る者にとっては正確ではない、あるいは誤解を与えるような翻訳語を採用していたとしても、前後
の文脈を妨害することなく読むことができる場合が多数であり、「誤訳j ではないのではないかと考え
ることができた。ただし、同じ翻訳語を使っていないという翻訳の一貫性の欠如が見られるのは確かで、
28)あずまきよひこ (2006)~ょっばと! Jl 5巻、アスキー ・メディアワー クス、 pp.137-138
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特に(2b)と(3b)は同一の作品の中で一貫性が欠如しているため、前の場面における翻訳を覚えている場
合には違和感を抱くような翻訳であると考えられる。また、音訳という翻訳方法をとりながら誤字があ
るという例もあり、この場合には文脈理解を妨げるものではないが、「たい焼きj という物品について
明らかに読者の理解を阻害するものであると考えられる。
本論では、実際の翻訳方法とその内容、前後の文脈がどのように読めるかについて注目して分析を行
った。なじみのないものの翻訳の方法、またその理解可能度と合わせて「誤訳j について考察を行った
ものであるが、ドイツにおけるたい焼きや焼き菓子についての背景知識やドイツにおける日本マンガ文
化の定着によるマンガ読者の環境の推移など、翻訳を取り巻く要因はまだ他にもあると考えられる。
特に今回の「たい焼きJの翻訳については、ドイツと日本における食文化の違いと、それによる一般
的な焼き菓子のイメージの違いが大きく影響するのではないかと考えられる。また、翻訳の時期による
翻訳の違いからは、たい焼き以外のなじみのないものの翻訳の推移から、マンガ・アニメ翻訳を通して
のドイツにおける日本文化の定着を見ることができると考えられる。
なじみのないものが文字テクストに現れる場合、どのように翻訳すれば読者の理解を妨げることなく
情報を伝えることができるかが問題となる。異文化のものと異文化のものとして完全に尊重する方法か
ら、翻訳語版読者の背景知識を考慮して説明や置き換え、場合によっては要素削除をする方法まである
が、最終的に目指されるのは全体的な文脈を通して読む読者が違和感を抱かないような翻訳である。さ
らにイラストとともに文字テクストが読まれるマンガの媒体においては、文字テクスト単体からの理解
だけではなく、イラストとの髄蹄がないことも重要であると考える。
Marcus Wehner による『ょっぱと!~の翻訳は今後も続くと考えられ、現在日本語版最新刊の 13 巻
のドイツ語融訳版が待たれる状態にある。 13巻にも「たい焼きjの語は登場しており、その翻訳がどの
ようになっているか分析に加えたいところである。
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